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松代の超伝導重力計で観測された極運動効果

Polar motion effect observed by a superconducting gravimeter at Matsushiro
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松代における超伝導重力計による重力観測データを用いて、重力に対する極運動の効果を調べた。予備的な解
析の結果、極運動効果の振幅を表すファクタとして、弾性体地球の理論値（1 . 1 6）に近い1 . 2 0 + / - 0 . 0 3という値が得
られた。また、極運動効果の位相遅れは、もしあるとしても従来報告されているより小さいという結果になった。

松代における超伝導重力計による観測が1 9 9 5年1 2月に開始されて以来、すでに3年以上が経過した。この間、装
置の不具合などによる中断は何度かあったものの、ほぼ均一で連続した記録が得られている。今回、全期間のデ
ータを使って、長期的な重力変化の傾向を調べ、とくに重力に対する極運動の効果がどのように表れているかを
調べた。

原記録から潮汐および気圧の影響を除去して残差時系列をつくると、ドリフトの上にのった長期的な重力変動
が明瞭に現れる。この残差時系列が、指数関数型のドリフト、極運動効果、年周および半年周の成分の重ね合わ
せからなると仮定し、それらのパラメタを最小自乗法で推定した。期間中に作業のために2回のステップが発生し
ているが、それらの大きさも同時に推定した。極運動パラメタとしてはIERSによるデータを使用した。

解析の結果、極運動効果による重力変化としては、剛体地球を仮定した場合に対する振幅比（gravimetric factor）
にして1 . 2 0 + / - 0 . 0 3という値が得られた。この値は、W a h r（1 9 8 1）による弾性体地球の理論値（1 . 1 6）に近い。観
測値のほうがやや大きいのは、海洋の影響のためであると考えられる。まだデータの長さが不十分なため、極運
動効果と年周成分との分離があまり良くないが、今後のデータの蓄積によってより精度の良い結果が得られるよ
うになると期待される。なおドリフトについては、現在のレートは約2 4マイクロガル／年（重力増加）で、時定
数は約8年であった。

重力に現れる極運動効果には、10～20日程度の位相遅れが見られるという報告がある（Sato et al., 1997; Loyer et
al., 1999）。重力の極運動効果にこのように大きな位相遅れがあるというのは考えにくいことであるが、もし事実
であるとすればたいへん興味深い。そこで、上の解析において極運動効果の位相遅れを導入してその大きさを同
時に推定してみると、最小の残差を与える位相遅れの値は4 . 7 + / - 2 . 2日で、上述の報告より小さい値となった。この
場合のgravimetric factorは1 . 2 1 + / - 0 . 0 3であった。位相遅れのないモデルとあるモデルとの統計的な優劣はほぼ同等
であった。

以上の解析においては、重力に対する地下水の影響を考慮していないが、残差時系列を見ると、降雨の後に重
力が変化（減少）するという傾向が確認できる。講演の際には、こうした影響を考慮に入れた解析結果について
も述べる予定である。


